
第 24回富山医療生協

平和納涼まつり
日 

時

場 

所

7月21日（土）
午後 5時～7時 30分
在宅福祉総合センター
「ひまわり」駐車場

主催：富山医療生協平和納涼まつり実行委員会 TEL（076）441-8351

小雨開催

各種模擬店・ステージ企画あり！

夏バテと
フレイルを
　予防して 夏は暑さでそうめんだけで食事を済ますなど、炭水化物にかたよった食事になりやすく、栄養バランス

が崩れてしまいます。栄養が不充分だと、夏バテだけでなく、フレイル（虚弱）に陥ってしまう危険が
あります。夏バテを予防して、毎日をイキイキ過ごすためのポイントを紹介します。

　たんぱく質・ビタミン・ミネラルをバ
ランスよくとりましょう。主食+主菜+
副菜で、１日三食きちんと食べましょ
う。特に、ビタミンＢ群はエネルギー
代謝や疲労回復にもおすすめです。

　また、旬の夏野菜はカロテン、ビタミン、食物繊維、カリウム
などのミネラルも多くとてもおすすめです。

　筋肉保持のために、食事に加えて毎日適度な運動
も必要です。シルバーリハビリ体操など、体調と相談
して無理なく行ってください。「虹の健康チャレン
ジャー」に取り組むのもいいですね。

　水分補給は一日にコップ５～６
杯が目安です。のどの渇きを感じ
ていなくても、脱水予防のために
こまめに水やお茶を飲むように心
がけましょう。

　一日につき体に必要な水分は、２.５リッ
トルといわれ、その約半分は食べ物の水分
と食べ物が代謝されることで生まれる「代
謝水」から入ってくるといいます。欠食する
とその分、脱水症や熱中症の危険が高ま
ります。まったく食欲がないときは、果物
をおやつとしてエネルギーや水分補給に
役立てましょう。

夏を元気に乗りきろう！

ポイント

基本はバランスの
よい食事を

ポイント

食欲がないときは
果物を

ポイント

水分補給は
こまめに

ポイント

適度な運動も
忘れずに

水分補給には水、麦茶が適
しています。ジュース類は
糖分を多く含むため水分
補給には不向きです。

水分補給で注意！

かつお、まぐろ 豚肉

なす とまと

すいか プリン
アイス、シャーベット、

かき氷、果物、ゼリーなど

夏野菜カレーで
食欲増進

その他、レバー、にんにく、ねぎなど

うなぎ
ビタミンBを含むおすすめ食材

　
フ
レ
イ
ル
や
認
知

症
の
予
防
の
た
め
に

は
人
と
人
と
の
交
わ

り
や
つ
な
が
り
が
大

切
と
強
調
さ
れ
て
い

る
。
笑
顔
で
長
寿
の

ま
ち
づ
く
り
の
土
台

と
も
い
え
る
の
で
し
ょ
う
か
▼

「
万
引
き
家
族
」
が
カ
ン
ヌ
国

際
映
画
祭
で
受
賞
さ
れ
話
題
を

呼
ん
で
い
る
が
、
少
な
い
年
金

が
毎
年
削
り
続
け
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
全
国
で
五
千
人
余
の
年

金
受
給
者
が
「
年
金
引
き
下
げ

違
憲
訴
訟
」
を
闘
っ
て
い
る
。

弁
護
団
か
ら
「
自
分
の
暮
ら
し

の
実
態
を
調
べ
、
そ
れ
を
法
廷

に
」
と
の
提
起
が
あ
っ
た
▼
私

の
厚
生
年
金
、
日
々
の
暮
ら
し

だ
け
な
ら
何
と
か
や
れ
る
の
だ

が
、
冷
蔵
庫
が
壊
れ
た
、
車
の

買
い
替
え
が
必
要
だ
、
な
ど
臨

時
的
で
突
発
的
な
こ
と
に
備
え

て
の
余
裕
な
ど
は
全
く
な
い
。

退
職
金
の
底
が
見
え
て
く
る
▼

さ
ら
に
悩
ま
せ
る
の
が
親
戚
、

友
人
、
近
所
へ
の
ご
香
典
。
お

互
い
様
の
習
慣
で
不
義
理
は
で

き
な
い
。
ま
た
孫
た
ち
へ
の
祝

い
や
趣
味
や
同
好
会
の
付
き
合

い
等
、「
人
と
人
の
交
わ
り
」

に
か
か
わ
る
費
用
が
か
な
り
目

に
つ
く
。
外
出
せ
ず
、
趣
味
や

娯
楽
を
削
り
、
閉
じ
こ
も
り
が

押
し
つ
け
ら
れ
る
年
金
に
な
ら

な
い
の
か
▼
医
療
生
協
の
協
同

の
力
で
と
じ
こ
も
り
や
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
の
高
齢
者
を
生
ま
な
い

よ
う
、
楽
し
い
班
会
や
行
事
を

計
画
し
、健
康
づ
く
り
も
進
め
、

病
気
が
心
配
、
認
知
症
が
心
配

と
言
う
高
齢
者
も
、
笑
顔
で
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
ち

た
い
。	

（
Ｈ
）

内 視 鏡

組織現況 2018年5月31日現在

組合員数

26，956　�人

出資金総額

97，039万円

一人当たりの出資額

35，999　円

　
六
月
七
日
〜
六
月
十
六
日
に

か
け
て
、
県
内
各
地
で
の
国
民

平
和
大
行
進
に
多
く
の
地
域
の

方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
核
兵
器
廃
絶
の
願
い
を
ア
ピ

ー
ル
し
な
が
ら
行
進
し
、
ま
た

各
地
で
核
兵
器
廃
絶
国
際
署
名

（
以
下
、
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署

名
）
も
集
め
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
も
、昨
年
に
引
き

続
き
、富
山
医
療
生
協
で
は
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
集
め
ま
す
。

　
こ
の
署
名
は
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
世
界
中
で
数
億
筆
を
目
指

し
て
お
り
、
国
連
総
会
へ
毎
年

届
け
ら
れ
ま
す
。
昨
年
、
核
兵

器
禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
ま
し

た
が
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発

効
に
は
、
国
連
加
盟
国
の
五
十

ヶ
国
の
批
准
が
必
要
で
す
。
条

約
に
よ
っ
て
核
兵
器
廃
絶
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
核
保
有
国

の
参
加
が
不
可
欠
で
す
。

　
世
界
中
で
核
兵
器
廃
絶
の
世

論
を
高
め
る
た
め
に
も
、
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
を
さ
ら
に
広

げ
ま
し
ょ
う
。
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

核
兵
器
廃
絶
の
願
い
を
込
め
て

〜
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行
進
〜
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班
表
彰（�

）

① 

班
長
が
い
る

② 

年
６
回
以
上
開
催

　（
う
ち
３
回
は
健
康
チ
ェ
ッ
ク
）

③ 

計
画
表
が
出
て
い
る

岩
　
瀬	

気
楽�

十
五
回

岩
　
瀬	

ふ
れ
あ
い
軽
ス
ポ
ー
ツ�

十
三
回

浜
黒
崎	

ア
ネ
モ
ネ�

十
四
回

浜
黒
崎	

日
々
草�

九
回

萩
　
浦	

も
り
も
り�

十
回

萩
　
浦	

蓮
町
Ａ�

十
回

大
広
田	

ぎ
ん
も
く
せ
い
（
銀
嶺
町
）�

七
回

大
広
田	

シ
ー
サ
イ
ド�

六
回

大
広
田	

さ
わ
や
か
会�

十
四
回

と
よ
た
東	

さ
つ
き�

二
十
五
回

と
よ
た
東	

米
田
班
（
田
中
）�

八
回

と
よ
た
東	

な
で
し
こ�

十
一
回

と
よ
た
東	

水
落�

九
回

と
よ
た
北	

豊
島
ひ
ま
わ
り�

十
二
回

と
よ
た
北	

城
川
原�

十
回

と
よ
た
北	

青
空
ま
っ
た
り
カ
フ
ェ�

十
三
回

と
よ
た
北	

さ
く
ら�

二
十
三
回

と
よ
た
北	

犬
島
三
丁
目
・
ゆ
り�

六
回

と
よ
た
北	

四
季
の
会�

九
回

と
よ
た
北	

コ
ス
モ
ス�

十
二
回

と
よ
た
北	

湯
楽
班�

六
回

と
よ
た
北	

犬
島
・
大
村�

十
四
回

と
よ
た
中
央	

黄
色
牡
丹�

八
回

と
よ
た
中
央	

豊
城
町�

十
三
回

と
よ
た
南	

ピ
ン
ポ
ン�

四
十
八
回

と
よ
た
南	

な
の
は
な�

六
回

と
よ
た
南	

手
芸
サ
ー
ク
ル
野
菊�

十
七
回

と
よ
た
南	

豊
田
本
町
三･

四
丁
目�

十
回

奥
　
田	

薔
薇�

十
五
回

奥
　
田	

奥
田
よ
つ
ば�

三
十
六
回

奥
田
北	

下
新
北
町
・
長
谷
川�

十
二
回

奥
田
東	

粟
島�

十
二
回

奥
田
東	

松
若
町�

十
二
回

広
　
田	

シ
ャ
ボ
ン
玉�

十
一
回

広
　
田	

安
澄
美�

十
二
回

広
　
田	

ほ
ほ
え
み�

十
四
回

広
　
田	

コ
ス
モ
ス
の
会�

二
十
回

新
庄
北	

か
た
く
り
の
会�

二
十
七
回

新
庄
北	

上
飯
野
新
町
映
画�

九
回

新
庄
北	

二
〇
〇
円
ラ
ン
チ
の
会�

十
一
回

新
庄
北	

ト
キ
メ
キ�

十
三
回

新
庄
北	

脳
い
き
い
き
民
謡
談
話
室�

十
二
回

新
庄
北	

入
浴
会�

二
十
二
回

新
庄
北	

折
り
紙
入
浴
班�

十
二
回

新
庄
北	

星
の
サ
ー
ク
ル�

九
回

新
庄
北	

か
が
や
き
班�

二
十
一
回

新
　
庄	

オ
カ
リ
ナ
ハ
ー
モ
ニ
カ�

二
十
六
回

新
　
庄	

ボ
ー
リ
ン
グ�

二
十
三
回

針
　
原	

道
正�

八
回

藤
ノ
木	

藤
の
木
台�

六
回

藤
ノ
木	

平
和
活
動�

十
一
回

藤
ノ
木	

藤
ノ
木
緑
台�

十
一
回

中
央
西	

ひ
な
げ
し�

七
回

南
　
部	

め
ぐ
み�

十
三
回

堀
川
南
太
田	

中
屋
班�

十
回

山
　
室	

絵
手
紙
ひ
ば
り�

七
回

山
　
室	

月
曜
会�

二
十
回

山
　
室	

マ
シ
ー
ン
班�

三
十
三
回

山
　
室	

青
葉
団
地�

十
回

山
　
室	

カ
ト
レ
ア�

十
三
回

桜
　
谷	

石
坂�

十
二
回

桜
　
谷	

五
艘
・
栗
林�

十
四
回

五
福
・
神
明	

井
田
川
②�

八
回

五
福
・
神
明	

四
区
・
ベ
ジ
タ
ブ
ル�

十
二
回

五
福
・
神
明	

い
き
い
き
サ
ー
ク
ル�

五
十
二
回

呉
　
羽	

高
木�

十
二
回

呉
　
羽	

北
代�

七
回

和
合
八
重
津	

四
方
南
町�

十
回

和
合
八
重
津	

四
方
荒
屋�

六
回

和
合
八
重
津	

さ
つ
き�

四
十
八
回

和
合
ロ
ー
ズ	

布
目
東
町�

五
十
七
回

和
合
ロ
ー
ズ	

杏
子�

十
八
回

和
合
ロ
ー
ズ	

布
目
旭
町�

六
回

高
　
岡	

三
ヶ�

九
回

高
　
岡	

伏
木�

八
回

高
　
岡	

古
府�

七
回

高
　
岡	

歩
ら
り
ー�

七
回

高
　
岡	

す
ま
い
る�

九
回

高
　
岡	

佐
野�

十
二
回

高
　
岡	

高
美
町�

十
一
回

高
　
岡	

牧
野�

十
回

と
な
み
野	

か
の
こ�

六
回

と
な
み
野	

万
年
青�

九
回

と
な
み
野	

井
波
健
康
サ
ロ
ン�

六
回

水
　
橋	

高
志
園
町
・
友
椙�

七
回

水
　
橋	

高
志
園
町
・
貫
和�

二
十
一
回

水
　
橋	

高
志
園
町
・
荻
野�

二
十
五
回

水
橋
西
部	

さ
わ
や
か
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス�

六
回

水
橋
西
部	

立
山
町�

八
回

水
橋
西
部	

平
成
町�

二
十
四
回

三
　
郷	

水
橋
中
新
町�

十
四
回

上
　
市	

経
田�

八
回

上
　
市	

柳
町�

十
二
回

上
　
市	

自
然
房�

六
回

滑
　
川	

ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ�

九
回

や
く
し	

あ
す
な
ろ�

二
十
四
回

や
く
し	

あ
じ
さ
い�

二
十
三
回

�

以
上
九
十
七
班

個
人
表
彰
（�

）

年
間
拡
大
５
名
以
上
拡

大
さ
れ
た
方
、
順
不
同
・

敬
称
略

岩
　
瀬	

水
上
　
雅
美�

五
名

浜
黒
崎	

水
島
　
文
則�

五
名

萩
　
浦	

水
野
　
隆
之�

六
名

と
よ
た
北	

舟
崎
　
芳
子�

六
名

奥
　
田	

田
中
　
裕
子�

六
名

奥
　
田	

稲
垣
由
佳
子�

八
名

新
　
庄	

飯
野
　
義
直�

五
名

広
　
田	

米
田
江
美
子�

五
名

藤
ノ
木	

白
橋
　
裕
暢�

七
名

と
よ
た
南	

高
見
　
町
子�

八
名

大
広
田	

朝
野
恵
美
子�

五
名

と
よ
た
東	

山
井
　
久
子�

六
名

と
よ
た
中
央	

山
崎
　
鈴
枝�

六
名

と
よ
た
中
央	

市
田
　
照
子�

五
名

奥
田
東	

太
田
　
信
子�

六
・
五
名

新
庄
北	

才
藤
　
抱
一�

十
六
名

新
庄
北	

桝
山
茉
莉
子�

七
名

南
　
部	

村
井
　
和
恵�

十
一
名

富
　
南	

石
黒
　
孝
子�

五
・
五
名

山
　
室	

水
岡
　
道
子�

五
名

桜
　
谷	

佐
丸
　
幸
江�

六
名

五
福
・
神
明	

宮
越
　
政
子�

五
名

五
福
・
神
明	

西
野
キ
ミ
エ�

七
名

高
　
岡	

義
基
み
ゑ
子�

八
名

高
　
岡	

尾
間
　
茂�

十
三
名

と
な
み
野	

吉
田
と
み
子�

十
三
名

水
　
橋	

尾
島
　
富
嶽�

六
名

水
　
橋	

友
椙
　
彰�

十
・
五
名

水
橋
西
部	

栂
野
　
文
子�

五
・
五
名

上
　
市	

山
崎
美
保
子�

十
一
名

�

（
理
事
を
除
く
二
十
五
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
）

第
65
回
通
常
総
代
会
　

班
・
組
合
員
表
彰

で
き
る
の
か
。
と
に
か
く
行
動

を
と
い
う
こ
と
で
、
自
宅
の
玄

関
に
署
名
を
置
き
、お
客
さ
ん
、

宅
配
の
方
、お
寺
さ
ん
、コ
ー
プ

と
や
ま
の
班
の
方
、
各
会
合
に

出
席
し
、
代
表
者
の
方
な
ど
に

署
名
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
そ
の
中
で
「
改
憲
は
必
要
だ

が
戦
争
に
つ
な
が
る
の
は
い

「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
の

�

取
り
組
み
に
つ
い
て

�

平
野
　
登
志
子
理
事

�

（
大
広
田
支
部
）

三
〇
〇
〇
万
署
名
の

�

取
り
組
み

�

吉
田
　
と
み
子
総
代  

�

（
と
な
み
野
支
部
）

き
ず
な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

�

つ
い
て

�

染
谷
　
明
子
施
設
長

�

（
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
　
き
ず
な
）

　「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」
は
、
医

療
生
協
ら
し
い
、
日
常
的
な
共

同
の
取
り
組
み
を
職
員
と
一
緒

に
何
か
で
き
な
い
か
、
と
い
う

思
い
か
ら
、
二
〇
一
一
年
十
一

月
に
発
足
し
、
月
に
一
度
、
病

院
の
シ
ー
ツ
交
換
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初

　
四
月
よ
り
富
山
市
全
体
で

総
合
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た

が
、
介
護
報
酬
改
正
も
あ
り
、

　
昨
年
十
二
月
、
九
条
改
憲

Ｎ
Ｏ
三
〇
〇
〇
万
筆
署
名
を

と
な
み
野
支
部
は
五
〇
〇
筆

を
目
標
と
し
て
取
り
組
み
ま

し
た
。目
標
を
た
て
た
が
、達
成

は
不
慣
れ
で
し
た
が
、
今
で
は

患
者
さ
ん
も
待
っ
て
い
た
か
の

よ
う
に
ベ
ッ
ド
を
あ
け
て
く
れ

た
り
し
ま
す
。
助
か
り
ま
す
、

と
い
う
職
員
の
言
葉
に
も
元
気

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
や
支
部
で
活
動
す
る
の

は
比
較
的
元
気
な
組
合
員
が
多

く
、
病
院
、
ま
し
て
や
病
棟
に

足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
滅
多

に
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
元
気

な
組
合
員
に
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
じ
て
協
立
病
院
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
い
、
地
域
と
病

院
の
橋
渡
し
の
役
目
も
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

も
と
り
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽

し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
で
き
る
元
気

な
自
分
が
幸
せ
だ
と
感
じ
な
が

ら
、
こ
の
「
オ
リ
ー
ブ
の
会
」

を
続
け
て
い
き
ま
す
。

や
」
と
署
名
さ
れ
る
方
も
お
ら

れ
れ
ば
、「
九
条
の
こ
と
を
知

ら
な
い
」
と
い
う
方
も
お
ら
れ

て
驚
き
ま
し
た
。

　
署
名
の
取
り
組
み
だ
け
で
な

く
、
砺
波
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
に

も
支
部
と
し
て
加
わ
り
、
ス
タ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た
り
、
水

谷
敏
彦
弁
護
士
を
招
い
て
支
部

で
憲
法
学
習
会
を
行
っ
た
り
も

し
ま
し
た
。

　
次
々
に
法
が
改
悪
さ
れ
水
面

下
で
は
改
憲
の
す
る
た
め
の
準

備
が
着
々
と
す
す
ん
で
い
る
こ

と
を
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
平
和
を

守
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
だ
と

思
い
、
こ
の
署
名
活
動
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
全
体
討
論
で
は
九
名
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
三
名

の
方
の
発
言
を
紹
介
し
ま
す
。

第
六
十
五
回
通
常
総
代
会

 
医
療
生
協
の
総
合
力
を
発
揮
し
、

　

 
協
同
の
力
で 

い
の
ち
と
く
ら
し
を
支
え
る

�
事
業
と
運
動
を
創
り
上
げ
よ
う
！

　
第
六
十
五
回
通
常
総
代

会
が
六
月
二
十
三
日
（
土
）、

富
山
県
中
小
企
業
研
修

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
総

代
、
来
賓
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
、

役

職

員

合

わ

せ

て

二
百
三
十
八
名
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
、
全
議
案
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
代
会
で
は
、
医
療
介
護

や
住
宅
な
ど
事
業
の
複
合
的

な
展
開
と
連
携
の
強
化
、
地

域
の
助
け
合
い
活
動
に
よ
っ

て
、
く
ら
し
を
支
え
る
取
り

組
み
が
総
合
的
に
前
進
し
て

き
た
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
活
動
に
確
信

を
も
っ
て
、
協
立
病
院
の
建

替
え
事
業

を
組
合
員

の
創
意
と

総
力
で
成

功
さ
せ
よ

う
と
呼
び

掛
け
ら
れ

ま
し
た
。

（
十
二
月

に
臨
時
総

代

会

予

定
）

軽
度
の
方
の
受
け
入
れ
先
が

非
常
に
少
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
り
ま
す
。

　
軽
度
の
方
に
と
っ
て
介
護
予

防
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
で
あ

り
、
軽
度
で
も
生
活
支
援
が
必

要
な
方
の
受
け
入
れ
先
と
し

て
、
き
ず
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

七
月
よ
り
要
介
護
一
〜
二
、
要

支
援
一
〜
二
の
方
に
む
け
た
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
人
気
の
笑
い

ヨ
ガ
や
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体

操
を
し
た
り
、バ
イ
キ
ン
グ
形
式

の
食
事
を
提
供
し
た
り
、買
い

物
や
お
茶
会
等
、利
用
者
の
方

が
自
分
ら
し
く
楽
し
く
一
日
を

過
ご
せ
る
よ
う
な
内
容
を
考
え

て
い
ま
す
。シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

体
操
で
は
、指
導
士
の
資
格
を

取
得
し
た
組
合
員
さ
ん
に
も
活

躍
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

　
ま
た
水
曜
日
は
地
域
の
方
へ

き
ず
な
を
開
放
し
て
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
こ
と
も
企
画
し
て

い
ま
す
。

　「
き
ず
な
で
き
ず
な
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
組
合

員
さ
ん
の
言
葉
が
あ
り
ま
し

た
。
手
と
手
を
繋
い
で
、
い
ろ

ん
な
方
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
場

所
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

村井和恵さん

南部支部

大広田支部

さわやか会班

とやま医療生協　虹のまち 第423号2018年7月 富山医療生活協同組合機関紙 (２)
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2017年度 富山医療生協のあゆみ

4月

5月

6月

7月
8月
9月

10月

11月

12月

1月
2月
3月

〇医療事業では、医師体制を変更し
ながら療養病棟をはじめとした入
院医療の改善強化や、地域連携を
強めながら在宅医療や透析の強化
を図り、増収増益となりました。
〇介護事業では、中重度・認知症
への対応を強化するとともに、在
宅での看取りや生活支援のリハビ
リ機能など切れ目のない医療介護
サービスをめざし、看護小規模多
機能型居宅介護の本格運用や住

宅型有料老人ホームの開設に取り
組みました。訪問看護や居宅事業
では利用増となり、有料老人ホー
ムも短期間で満室となりましたが、
介護事業全体としては、減収減益
に留まりました。
〇介護保険から外される要支援者が
介護保険施設を利用できない事態
が発生しています。富山でも受け
皿となる総合事業は低単価や担い
手不足のため進展していませんが、

医療生協でも、総合事業の検討を開始しました。
〇患者・利用者を組合員・地位住民とともにくらしの中
で支えるために、退院時カンファレンスに組織部から
も参加する取り組みを開始しました。
〇経済的に困難を抱えた人たちの相談活動と生活支援
に取り組み、「無料・低額診療事業」には10人（実人数）
の利用がありました。
○個別送迎は、延べ 5,811人（前年比 9.7％増）が利用
されました。
〇2015 年版更新審査で ISO認証が更新されました。利
用者満足度向上にむけて、利用委員会やボランティア
活動など組合員のさらなる参画も求められています。
〇後継者育成（奨学生）では、新たに医学生 3人、薬
学生 2人、看学生 6人が誕生しました。

地域まるごと健康づくり
〇健康チャレンジャーは、4自治体で
後援を受け、1,003人が登録し354
人が達成しました。キッズチャレン
ジは、「あいうべ体操」の評判も良
く、富山市、高岡市、立山町の小
学校（6校）や学童クラブ（1ヶ所）、
保育園と幼稚園（8ヶ所）へ申し入
れ、824人が取り組みました。世界
保健デーや禁煙デー、バレンタイン
行動でも健康チェックに取り組み、
ブロック毎のウォークイベントは、
天候不順でしたが、3ブロックで
140人が参加しました。
〇地域の保健力・介護力を高めるため
に、北ブロックでは保健係り養成講
座を開催（22人が誕生）し、他4
ブロックでも保健教室（138人）で
医療生協の健康習慣等を学びまし
た。
〇健康づくり委員会は、今年も富山
市保健所と健診や健康づくり活動に
ついて懇談を行い、自治体健診の

改善などを申し入れました。また富
山市福祉保健部から「ネンリンピッ
ク」への健康チェック参加を要請さ
れました。
〇「すこしお生活」の普及・実践では、
尿塩分チェックの班会や事業所祭り
での塩分味覚チェック、減塩調理
の工夫と、減塩スプレーや塩分計
の普及に取り組みました。医福連の
「すこしおモニター」に 51人が取り
組み、40人が終了されました。
〇地域に健康づくりを広げる「まちか
ど健康チェック」は、17支部 68回
で実施され、健康チェック総数は班
会を含め延べ18,930回になりました。
〇健康班会は、認知症予防の「脳い
きいき班会」は43班で開催され、「フ
レイル（高齢者虚弱）予防」の学
習や握力測定をする班会（3,940人）
も広がりました。
〇全世代を対象に350人をめざした大
腸がん検診は104人に留まりました。

支え合いのまちづくり
〇居場所づくりは、住民へも呼びかけ、自宅や公民館、
空き家を活用しながら少しずつ広がり、事業所でのオレ
ンジカフェ（認知症カフェ）も定着しました。
〇「たすっけとクラブ」は、6ヶ所で説明会を開催（109
人参加）しました。地域包括支援センターからの依頼
も増え、活動回数は延べ 2,324 回（前年比 1.2 倍）に
なりました。コーディネーターは 38支部 40人、協力者
は 370人、利用者実績は470人、「たすけっと」を通
じての生協加入も50人になりました。コープリフォーム
との連携も進み、コープとやまの組合員への「たすけっ
と」の利用と担い手の呼びかけが始まりました。
〇「助け合い活動交流集会」や「地域協同推進シンポジ
ウム」の積み重ねを通じて、生協間協同での企画実施
へ期待が高まっています。
〇コープとやまが主体となった県生協連「地域での見守り
活動推進実行委員会（特殊詐欺被害防止）」に、まち
づくり委員会として参加しました。
〇医療生協と自治体との見守り協定は、1自治体（射水市）
に留まっています。
〇富山市と懇談会を実施して、地域の要望を伝えました。
また、富山市では、生協としての自治体公民館利用が
認められるようになりました。
介護予防・日常生活支援総合事業（新しい総合事業）
へのチャレンジ
〇2018 年度より「きずな」で総合事業を開始できるよう
に取り組みました。

〇仲間増やしは、1,150人（純増 246人）で、27,000人を超える生協と
なりました。全国の医療福祉生協連でも初めて300万人組合員を達成
しました。
〇増資は、「増資申込封筒」の普及もあり、増資協力者が 3,806人（前
年比増124人）となり、純増は1,670万円でした。
〇担い手づくりでは、配付協力者が 50人増え、1,467人 1,789コースとな
りました。

〇憲法 9条改悪を許さない3000万人署名推進にむけ、事業所や支部・
班で多彩な学習活動に取り組みました。富南・堀川南・南部支部では
合同で「平和を考える集い」を開催しました。
〇通信教育を211人が受講しましたが、修了は170人に留まりました。
〇医福連の教育月間（6～7月）や「いのちの章典」実践ガイドラインの
計画的な取り組みはできませんでした。

〇核兵器廃絶をめざすヒバクシャ国際署名8,201筆、憲法 9条改悪反対
署名12,244 筆は、昨年の安全保障法（戦争法）を上回る取り組みと
なりました。目標にこだわる事や粘り強い学習、署名を呼び掛ける人を
幅広く組織することは、生協運動にとっても教訓となりました。
〇介護保険をテーマにしたくらしの学校は切実な課題で関心も高く115人
が参加しました。
〇原水禁世界大会、日本母親大会への代表派遣、平和行進（約200人）
に取組みました。環境問題では、県生協連主催海岸クリーン作戦に13
人が参加しました。
〇福島親子保養プロジェクト（8 家族 23人受入）や物販による募金（5
万円送金）など東日本大震災支援に継続的に取り組みました。緊急に
お願いした福島第 2原子力発電廃炉署名も301筆が寄せられました。

第 65 回 通常総代会 決定

　相次ぐ社会保障制度の後退のなか
で、2017年度は利用者にも事業者に
も大変厳しい年となりました。私たち
は、住民本位の「地域包括ケア」の実
現をめざして、医療介護福祉事業の強
化とともに、地域での助け合いのまち
づくりや健康づくりを進め、医療生協
の総合的な役割が発揮できるように
取り組みました。また、署名運動の広
がりは、“健康と平和”を理念とする
医療生協への共感を広げる貴重な取
り組みともなりました。

●はじめに●

いのちとくらしを支える事業基盤を
つくりあげます1 3

4

5

「医療福祉生協の地域包括ケア」に対応した、
豊かな支部活動・事業活動を展開します。2

2017年度の
スローガン 協同の力で、いのちとくらしを支える事業と運動を創り上げよう！ 3つのつくろうチャレンジを進めながら

　　　　　　　　　「医療福祉生協の地域包括ケア」を実現しよう

医療生協への加入は「安心のネットワーク」
と言える質・量をつくります。

「いのちの章典」を実践する
人づくりをすすめます

憲法が活きる平和な社会をめざし、
学び・広げ・連帯します。

2
0
1
7
年
度
の
活
動
状
況

7－8：WHO世界保健デー
（チンドンコンクール会場にて健康相談会725人）

12：地区別総代会議（4会場・154名）
26：新入職員歓迎会
31：WHO世界禁煙デー（117人チェック）

28－29：パークゴルフ予選会（151名）
25：第64回通常総代会（富山県農協会館249名）

22：平和納涼まつり（500人）

6－7：医福連中部ブロック組合員活動交流集会（98名）

24－25：民医連東海北陸共同組織活動交流集会（9名）

WHOウォーキング（3会場・140人）
15：水橋健康まつり（220人）
22：富山診療所健康まつり（180人）
29：協立病院まつり（300人）

ブロック健康教室（4会場・119名）
21：保健講座（北A担当・22名）

1：在宅型有料老人ホームひまわり開設
たすけっとクラブ説明会（5会場90人）

20：くらしの学校（115名）

虹のバレンタイン行動（19か所）

3：組合員のつどい（91名）

2018年 6月23日（土）

活動のまとめ
2017年度

仲間ふやし（人）
出 資 金（万 円）
増 資 実 人 数
班 会 開 催 数
班 会 開 催 班
健康チャレンジャー登録
通 信 教 育 受 講

1,150
6,311
4,009
1,771
215
1,003
211

実績
1,300
15,000
5,000
1,800
287
1,500
300

目標
1,000
6,523
3,682
1,779
211
923
211

前年課　題
●組織＆その他の課題到達（2017年度）
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広げます。
・組合員の健康づくりと利用促進を図りな
がら経営改善を進め、必要利益を確保し
て持続的に安定した経営を築きます。事
業所独立会計や部門別損益計算に取り
組みます。

②地域活動（健康づくり、まちづくり）
との関わりを強化します。

・くらしを支える事業所の機能と役割を明
らかにし、医療生協の総合力（保健・
医療・介護・福祉の複合的な事業とネッ
トワーク、専門家と組合員の協同、地域
の住民団体としての役割）を発揮します。

・組合員の事業利用と運営参加（協同）を
強め、医療介護従事者の確保と育成に
努めます。

③協同組合や行政などとの協力協同をす
すめます。

・購買生協や大学生協との事業連携や職
員紹介などを共に進めます。

・「地域包括支援センター」や社協、行政（総
合事業支援）との連携を強化します。

①「医療生協の地域包括ケア」をめざし
事業の質の向上と連携を強化します。

・かかりつけ医機能など地域から求められ
る医療介護要求に応えます。

・中重度・認知症・在宅での看取り・生
活支援のリハビリなど、くらしに応じた
切れ目のない医療介護サービスの強化に
努めます。

・最後まで尊厳ある生き方ができるように、
多職種で患者利用者との意思の共有を
継続的にはかります。高齢者の意思決
定支援や ACP、ライフデザインノートの
活用を組合員とともに進めます。

・医療介護連携を強化すると共に、介護保
険が利用できない要支援者向けの総合
事業や一般介護予防事業を推進します。

・無料・低額診療事業など、経済的社会
的に困難を抱えた人達への相談と支援を

ⅱ）支え合いのまちづくり
・頼りになる身近な住民組織として医療生協
の総合力を活かし、「わたしと地域の困っ
た事」や「課題」の具体的な解決に繋げます。
つながりマップの活用を進めます。

・行政や諸団体と共に、見守り協定や子育て
支援など多世代の課題解決に取り組みます。

・事業所や公民館なども活用して、全支部
で身近な「居場所づくり」を進めます。（居
場所 :誰でも参加できる、周知されている、
定期的に開かれている）
②誰もが活躍できる医療生協の出番づく
りと組織拡大を進めます

・生活圏域での支部づくり・分割を進め、地域
の特徴を活かしてブロック活動を強化します。

・運営委員や配付係、たすけっと協力者や
保健係、事業所ボランティアなど、組合
員が活躍できる機会と場所を積極的につ
くり、3万人組合員の生協をめざします。

・支部班の役割や活動を見直し、班活動の
広がりをめざします。また、地域のコーディ
ネートの役割が発揮できるように、事業
所や組織部の役割・活動の在り方につい
て引き続き検討を進めます。

・事業と運動を支えるにふさわしい増資目
標（金額・件数）を掲げて取り組みます。
　4課題目標～仲間増やし1,300人、増資
15,000 万円、班会開催 1,800 回、担い
手（通信教育300人、配付係り100人）
③住民を対象とした取り組みや地域社会
へ関与を強めます

・自治体や諸団体に事業と運動を知らせ（見
せる化）、医療生協の存在感や認知度を
高めます。

・「地域包括支援センター」との懇談を継続し、
協力協同で課題解決にむけて取組みます。

・自治体や保健行政とも協力して BCP（事業
継続計画）や大規模災害支援に取り組みます。

①健康づくりを通してくらしとまちづくり
を進めます
ⅰ）地域まるごと健康づくり
・健康チャレンジは、組合員の健康づくりと
ともに、地域や学校（教育委員会）への
働きかけを含め、幅広い世代に 1,500 名
を目標に、6月から開始します。

・地域での保健力・介護力を高める各種講
座や交流を推進します。

・事業所とも連携して、「すこしお生活」「フ
レイル予防」の普及・実践をすすめます。
「あいうべ体操」にこだわりオーラルフレ
イル予防の普及にも努めます。

・全ての班で「お試し班会」「お誘い班会」
を開催します。

・「医療福祉生協の班会に参加する組合員
の健康度調査」に参加し、医療生協の健
康づくりを検証し、班活動の推進をはか
ります。

①「いのちの章典」を実践し、実践ガイドラ
インによる業務の評価見直しを行います。
②「医療福祉生協のひとづくり」をもとに、
地域の課題を地域と職員組合員が協同
して解決できるように学習や取り組みの
機会を増やします。
③ホームページ、機関紙「虹のまち」、事
業所ニュース、虹のネットワーク、コム
コムのさらなる有効活用を図ります。

④奨学生と、組合員・職員との交流を進め、
医療生協・民医連への共感を広げます。

医療福祉生協連

医療生協の総合力を発揮し、協同の力で 
　　 いのちとくらしを支える事業と運動を創り上げよう！

スローガン2018年度の
活動のすすめ方

私たちを取り巻く情勢の特徴
　①社会保障をめぐる課題
　社会保障のあらゆる分野で給付の
制限と国民の負担が増しています。ま
た、政府がめざす「我が事・丸ごと」地
域共生社会は、公的責任を曖昧にしな
がら住民の自己責任を一層強調してい
ます。社会保障の充実に向け、地域住
民とともに行政としっかりとした関わ
りを持つ事が重要です。
②くらしをめぐる課題
　アベノミクスの経済効果は大企業に
留まる一方で、実質賃金は低下してい
ます。高齢者だけでなく、働く世代や
子どもの貧困問題まで全世代への対
応が求められています。2019年10月
には消費増税も予定されるなど、くら
しと事業環境は一層厳しさを増してい
ます。
③安全保障、平和、民主主義の課題
　「安全保障関連法」の成立後、立憲
主義を否定する憲法改悪の動きや沖
縄新基地建設など平和の危機が強まっ
ています。しかし、核兵器廃絶のヒバ
クシャ国際署名や憲法9条改悪反対署
名など、平和を希求する国民運動も着
実に前進しています。
※世界中で、富の一極集中と貧困の拡
大が深刻になっています。「無形文化
遺産」登録や「持続可能な開発目標」
など、国連でも協同組合の役割と積極
的な関わりが大変注目されています。

《重点課題》　
・住民本位の「医療生協の地域包括ケ
ア」を実現させます。
・憲法を守り活かし、平和で人権が尊重
される社会をめざします。
・《特別課題》病院機能の見直しと建
替えを職員と組合員の総意で取り組
みます。

いのちとくらしを支える事業基盤づくりと持続可能な
経営をめざします。1 地域・職員組合員が「ともに学び・育ち合う」

人づくりを進めます。3

①憲法9条改悪に反対し、平和で人権が尊
重される日本国憲法を守る取り組みを強
化します。核兵器廃絶をめざして、ヒバ
クシャ国際署名の賛同をさらに広げます。
②社会保障の後退をやめさせ、一層の充
実を求めます。

③震災被害を風化させず生活復興支援を継
続するとともに、原発ゼロをめざして原発
依存のエネルギー政策の転換を求めます。

④沖縄・辺野古基地の移設など、基地拡
張強化に反対し、民意に沿った政策を
求め、連帯を続けます。
⑤国連が定めた「誰ひとり取り残さず、笑
顔で暮らすことのできる持続可能な社
会」の実現にむけて、協同組合として
「SDGs（持続可能な開発目標）」の取組
みに参加します。

憲法が活きる平和な社会をめざし、
学び・広げ・連帯します。4

くらしの中のあらゆる場面で、医療生協を起動させ、
「組合員は、安心のネットワーク」と言える、質と量をつくり出します。

2

①センター病院である協立病院の機能の
見直しと建替えを、組合員・職員の総意
ですすめ、臨時総代会での事業計画と特

　別増資運動の決定をめざします。
②介護・福祉分野（住宅、食事、送迎など）
での事業展開をさらにめざします。

《特別課題》中期計画づくりと、
当面の事業計画を成功させます。
安心して暮らし続けることができるまちづくりを
進める医療生協の将来像を描きます。

5
「3つのつくろうチャレンジ（つながりマップ、居場所、支部）」を活用します。

■総代会後の主な組合員活動内容
7月
8月
9月

1月
2月
3月

10月
11月

21：平和納涼まつり　29：富山県母親大会
原水禁世界大会　25－26：日本母親大会（高知）
9－10：全日本民医連共同組織活動交流集会（神奈川）　22：富山県高齢者大会
WHO世界と歩こうウォーキング　水橋健康まつり　富山診療所健康まつり
ブロック健康教室（4会場）　協立病院まつり　保健講座（北B）　25－26：日本高齢者大会
くらしの学校
虹のバレンタイン行動
2：組合員のつどい

虹
の
出
会
い

月
間

とやま医療生協　虹のまち とやま医療生協　虹のまち第423号 第423号2018年7月 2018年7月富山医療生活協同組合機関紙 富山医療生活協同組合機関紙(５) (４)



《剰余金処分》� （単位：円）
Ⅰ．当期未処分剰余金 11,946,136 
Ⅱ．当期剰余金処分額
　１．法定準備金 11,300,000 
　２．医療福祉等事業積立金 0 
　　合計 11,300,000 
Ⅲ．次期繰越剰余金 646,136 

注　記　１．次期繰越剰余金は、教育事業等繰越金です。
２．法定準備金は赤字になった時に備えるものであり、教育事業等繰越金

は教育事業の費用にあてられるものです。生協法及び定款では、出資
総額の2分の1に相当する額に達するまで、毎事業年度の剰余金の10分
の1以上を法定準備金として積み立て、20分の1以上を教育事業等繰越
金として繰り越さなければならないことを定めています。

貸　借　対　照　表
� 2018年３月31日現在（単位：円）

資  産  の  部 期末残高 負債及び資本の部 期末残高
Ⅰ．流　　動　　資　　産 1,124,680,548 Ⅲ．流　　動　　負　　債 508,319,626

現 金 ・ 預 金 513,289,412 短 期 借 入 金 130,000,000

医 療 未 収 金 559,588,257 長期借入 1 年以内償還 91,265,000

貸 倒 引 当 金 △ 3,700,000 短 期 リ ー ス 債 務 18,816,840

棚 卸 資 産 15,022,141 買 掛 金 90,293,386

仮 払 金 884,376 未 払 費 用 6,177

未 収 金 4,159,177 預 り 金 13,275,194

前 払 費 用 13,569,432 出 資 預 り 金 4,410,615

立 替 金 75,172 賞 与 引 当 金 73,977,648

繰 延 税 金 資 産 21,792,581 未 払 消 費 税 2,485,600

仮 払 消 費 税 0 未 払 法 人 税 等 24,025,987

Ⅱ．固　　定　　資　　産 2,208,704,968 未 払 い 金 59,763,179

（1）有 形 固 定 資 産 1,591,566,325 Ⅳ．固　　定　　負　　債 1,280,153,754

 １．建物 2,053,714,753 長 期 借 入 金 163,777,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,253,408,348 組 合 債 1,000,000

 ２．建物付属設備 1,627,651,209 組 合 債 預 り 金 1,260,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 1,489,658,843 退 職 給 付 引 当 金 1,096,689,869

 ３．建物造作 0 役員退職慰労引当金 14,000,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 0 リ ー ス 負 債 3,426,885

 ４．構築物 197,681,927 負 　債 　合 　計 1,788,473,380

減 価 償 却 累 計 額 △ 174,894,041

 ５．医療機械 818,678,097 Ⅴ．出　　　 資　　　 金 967,016,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 742,658,860 組 合 員 出 資 金 967,016,000

 ６．器具備品 306,574,857

減 価 償 却 累 計 額 △ 288,772,658 Ⅵ．剰　　　 余　　　 金 577,896,136

 ７．リース資産 139,003,200 （1）法　定　積　立　金 136,950,000

減 価 償 却 累 計 額 △ 117,818,700 法 定 準 備 金 136,950,000

 ８．土　地 515,473,732

 ９．建設仮勘定 0 （2）医療福祉等積立金 392,000,000

（2）無 形 固 定 資 産 14,705,191 医 療 福 祉 等 積 立 金 392,000,000

借 地 権 9,710,428

水 道 加 入 権 58,104 （3）任　意　積　立　金 37,000,000

水 利 権 190,525 別 途 積 立 金 0

パソコンソフト 4,746,134 生協会館建設準備金 37,000,000

（3）そ の 他 固 定 資 産 602,433,452

関係団体出資金 6,615,000 （4）当期末処分剰余金 11,946,136

敷 金 11,140,731 前 期 繰 越 剰 余 金 323,928

差 入 保 証 金 37,000 当 期 剰 余 金 11,622,208

奨 学 金 38,273,000

保 険 積 立 金 236,050,734 資 　本 　合 　計 1,544,912,136

長期前払消費税 4,877,264

長期繰延税金資産 305,439,723

資　産　合　計 3,333,385,516 負債及び資本合計 3,333,385,516

2 0 1 7 年 度 決 算 報 告

《損益計算書》
《 事　業　収　入 》 3,514,830,406

　　　医　療　収　入 2,574,706,309

　　　　外来収入 1,027,730,643

　　　　入院収入 1,375,290,001

　　　　訪問看護 55,288,328

　　　　健診収入 121,303,615

　　　　無低診生協負担　△ 150,390

　　　　保険査定等　　　△ 4,755,888

　　　介　護　収　入 925,056,686

　　　　訪問看護 86,876,479

　　　　通所介護・リハビリ 451,671,090

　　　　訪問介護 90,930,518

　　　　訪問リハビリ 12,722,421

　　　　短期入所介護 48,364,682

　　　　看護小規模多機能 55,031,409

　　　　居宅支援 120,344,438

　　　　療養指導他 26,731,454

　　　　地域包括支援センター 26,311,717

　　　　有料老人ホーム 6,548,395

　　　　保険査定等　　　△ 475,917

　　　福　祉　収　入 11,639,923

　　　　保育補助金 3,699,156

　　　　保育料 5,200,680

　　　　その他 2,740,087

　　　福祉付帯事業 3,427,488

《事　 業　 費　 用》 3,464,338,827

　　　医療材料費 273,250,812

　　　　医薬品費 121,773,508

　　　　治療材料費 142,662,969

　　　　給食材料費 8,814,335

　　　一般管理費 3,191,088,015

　　　　人件費 2,459,662,162

　　　　委託費 249,104,751

　　　　物件費 315,923,145

　　　　リース料 45,859,145

　　　　減価償却費 120,538,812

《事　業　剰　余　金》 50,491,579

【事業外収入】 27,060,253

　　　　受取利息他 101,191

　　　　補助金収入 300,000

　　　　貸倒引当金戻入 3,700,000

　　　　雑収入 22,959,062

【事業外費用】 74,924,825

　　　　支払利息 2,226,925

　　　　組合債利息 28,240

　　　　雑損消費税 64,368,914

　　　　長期前払消費税償却額 2,866,803

　　　　貸倒引当金繰入 3,700,000

　　　　雑損失 1,733,943

《経  常  剰  余  金》 2,627,007

【特別利益】 20,000,000

　　　　その他 20,000,000

【特別損失】 6,086,669

　　　　固定資産除却損 812,464

　　　　貸倒損失 5,274,205

《税 引 前 剰 余 金 》 16,540,338

【法人税等】 24,020,000

【法人税等調整額】 19,101,870 

《当  期  剰  余  金》 11,622,208

【前期繰越剰余金】 323,928

《当期未処分剰余金》 11,946,136

自2017年４月１日～
至2018年３月31日� （単位：円）

自2018年４月１日
至2019年３月31日

　私たち監事は、2017年4月1日から2018年3月31日までの事業年度の理事の職務の執行を監査いたしま

した。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

1.監査の方法及びその内容

　各監事は、他の監事と意思疎通・情報の交換を図るほか、監査方針等に従い、理事・職員等と意思統

一を図り、情報の収集及び監査環境の整備に努めました。理事会その他重要な会議に出席し、また、日

常監査を継続し、担当監事により年間を通じてさまざまな部署等の監査を行いました。特に、上半期監

査において、リスク管理に焦点をあて、リスク管理にかかるさまざまな諸課題を検討しました。リスク

管理状況の記録等を閲覧し、関係職員等から実態を聴取し、上半期監査報告書において詳細な改善方向

等を指摘しました。一部改善が進みましたが、未だ端緒についたところです。さらに、監事会を３か月

毎に開催し、前期から持ち越された医療未収金の管理改善等を検討し、改善を促しました。

　このほか、重要な決裁書類等を閲覧し、本部等において業務及び財産の状況を調査いたしました。こ

のような方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告書及びその附属明細書について検討いたしました。

さらに、会計帳簿並びにこれに関する資料の調査を行い、当該事業年度に係る決算関係書類（貸借対照

表、損益計算書、剰余金処分案）及びその附属明細書について検討いたしました。

2.監査の結果

（１）事業報告書等の監査結果

①　事業報告書及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、組合の状況を正しく示しているもの

と認めます。

②　理事の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められ

ません。

（２）決算関係書類（剰余金処分案を除く）及び附属明細書の監査結果	 　

　決算関係書類（剰余金処分案を除く）及び附属明細書は、組合の財産及び損益の状況をすべての

重要な点において適正に表示しているものと認めます。

（３）  剰余金処分案の監査結果

　剰余金処分案は法令及び定款に適合し、かつ、組合財産の状況その他の事情に照らして指摘すべ

き事項は認められません。

3.監事所見

　日常監査の継続によって、当組合の業務執行が法令等に従い実行されているかどうか、これまで以上

に確認し改善を促しましたが、未だ途上にあり、一層の取り組みを要請いたします。

　2018年5月23日　　富山医療生活協同組合� 監事　藤田　康雄　　中田　幸子　　古沢　恭子

監　査　報　告　書

《2018年度 予算》� （単位：千円）
Ⅰ．事業収入 3,657,381 
　　医療事業収入 2,714,775 
　　介護事業収入 927,806 
　　福祉事業収入 11,800 
　　福祉付帯事業収入 3,000 
Ⅱ．事業費用 3,570,790 
　　医療材料費 323,550 
　　一般管理費 3,247,240 
事業剰余金 86,591 
Ⅲ．事業外収入 25,000 
Ⅳ．事業外費用 71,580 
経常剰余金 40,011 
Ⅴ．特別利益 0 
Ⅵ．特別損失 6,000 
税引前剰余金 34,011 
法人税等　△ 24,000 
法人税等調整額 20,000 
当期剰余金 30,011 

＊役員報酬は、総額42,440千円を限度として人件費に計上しています。

(７) とやま医療生協　虹のまち第423号 2018年7月富山医療生活協同組合機関紙
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無料法律相談のご案内

春山然
の り

浩
ひ ろ

弁護士（富山中央法律事務所）

時間は午後２時～４時

・８月16日（木）
・９月20日（木）
・10月18日（木）
場所 富山協立病院地域連携室

◎お申込･地域連携室 ☎076－444－5708

予約して
ください

夏の高校生医療体験

期間：医師・薬剤師体験 8月1日㊌〜8月3日㊎
　　   看護師体験 8月21日㊋〜8月24日㊎
　　   ※各体験の1日あたりの定員は以下のとおりです。
　　   ・医師体験1日5名まで・薬剤師体験1日3名まで
　　   ・看護師体験1日6名まで
対象：医師
　　   訪問診療、血圧測定、医師との懇談など
　　   薬剤師
　　   調剤実習、入院服薬指導、在宅指導など
　　   看護師
　　   清拭介助、シーツ交換、病棟看護体験など
　　   ※それぞれの職種や日程に応じて体験内容は変わります。

　お問い合わせは

　富山協立病院 医学生担当 
　　　　　　　橋本まで ☎076-433-1077

富山医療生活協同組合では、富山協立病院、富山
診療所、水橋診療所で医療体験を行っています。

いのちの病院探検隊

夏休み親子ほけん学校
ＣＯ・ＯＰとやま共催

日時：７月31日㈫・８月７日㈫午後２時～４時
対象：小学校３年生以上 ※保護者の参加も大歓迎！
内容：車イス体験や病院のお仕事見学など

検 診 日：９月２日・10月14日・11月11日・12月２日
受付時間：8：30 ～10：00　　場所：富山協立病院
検診内容：子宮がん検診（定員50名）、乳がん検診（定員25名）
 特 典  子宮がん検診受診の方には、当日にABI（動脈硬化）測定、
もしくは骨密度測定（DXA法）のどちらかをサービスいたします。

日時：9月1日（土）13：30 〜 16：30
場所：富山市内（詳細は8月号にて）

お問い合わせ・ご予約は
富山協立病院健康支援センター　☎076-444-5684
※お早目にご予約下さい、定員になり次第締め切らせていただきます

日時：７月26日㈭ 午後2時～ 4時
対象：小学生以上　※参加費は無料！
内容：おやつ作り、手のばい菌を調べる、ほか

お問い合わせ・お申込みは
富山協立病院 事務長室

 ☎076－433－1077（担当 土肥まで）

夏休みの自由研究に病院の中を探検してみませんか？
参加費は無料、筆記用具や飲み物はご持参下さい。

女性のための日曜検診長期事業計画委員会からのお知らせ

富山協立病院の建て替えを
組合員の総意で成功させるために！
「組合員のつどい」（仮称）を開催します
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